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厳しい処理条件を必要とせずに、比較的高濃度の硝酸廃液であっても、廃液中の硝酸分を還元分解する
ことによって、硝酸根を含む残渣を増加せずに、廃液中の硝酸態窒素を放流可能な濃度程度まで低下さ
せることができ、かつ必要に応じて硝酸分を回収して再使用することができる。

技術的特長

１．一般的な廉価な薬品のみで高価な触媒や高温高圧などの厳しい処理条件を必要とせず、比較的ゆる
い条件で高い硝酸態窒素分解率を達成でき、廃液は簡単な中和処理で放流することができる。

２．窒素酸化物の排ガスを公知の触媒とアンモニアを使用した還元分解などで分解し、無害化して大気放
出、あるいは、硝酸として回収することができる。

発明の効果

硝酸態窒素を多く含む廃液を排出処理する必要のある分野産業、設備、機器で活用される

(1)金属加工工場 (2)化学産業 （3）核燃料再処理施設

本特許の活用用途

ご相談は下記まで御連絡ください
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【表１】に示す量の塩酸を加えた硝酸
水溶液を【図１】の反応容器(10)に入
れ、これをヒータ(11)で90℃まで加熱
し、容器内にホルマリン(HCHO)を数
回に分けて滴下した。この滴下は1時
間ごとに徐々に行った。酸濃度および
反応時間と残留窒素濃度の関係を

【図２】に示す。

また、反応終了後の溶液中の残留窒
素濃度を測定し、この結果を【表１】に
示す。

更に詳しくは、次のような特許内容、特長を有しています。

特 許 内 容

本特許の具体的内容

１．従来の処理技術では硝酸態窒素

を廃液中から除去するには、高温

高圧の厳しい反応条件が必要で

あった。

２．処理液のｐＨを高く保つために多

量の中和剤を加える必要があり、

処理残渣が増加するなどの問題

があった。

従来の問題点

【図１】本発明の処理方法を実施する
装置構成概念図
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10：密閉反応容器
11：ヒータ
12：コンデンサー
13：温度計
14：有機還元剤供給管路
15：掃気供給管

【図２】実施例における硝酸分解の結果

【表1】終了後の溶液中の残留窒素濃度


